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　Dokkyo	Journal	of	Medical	Sciences	Vol.	37,	No.	2（獨協
医学会雑誌	 第37巻2号）をお届け致します．本号には，10
編の原著論文（英文1編）と4編の症例報告（英文3編）お
よび短報1編の計15編の論文と平成21年12月5日に開催さ
れた第37回獨協医学会において発表された演題の抄録が掲
載されました．例年，第1号は学位論文，第3号はテーマを
設けた特集が掲載されるのに対し，第2号は主に投稿される
論文が主体であるため，薄手となる感を否めませんでしたが，
本号には比較的多数の論文が寄せられ立派な装丁となり大変
嬉しく思います．今後とも是非会員の皆様の研究の成果や臨
床の御経験を積極的に御投稿頂きたく宜しくお願い申し上げ
ます．
　さて，大学は新年度が始まり，看護学部の新設とともに医
学部定員の増加などキャンパス内に若い学生の数が増え，賑
やかになったように思われます．獨協医学会の委員のメンバ
ーも一部改選されましたが，誠に僭越ながら本誌の編集委員
長は私が続投させて頂くこととなりました．副編集長には皮
膚科の簱持教授に御快諾頂き，大変心強く思います．昨今，
急速にITが普及し，医学論文の投稿も電子化しオンライン
で行われることが多くなりました．パソコンで論文を作成し
て，そのままペーパーレスで投稿し，査読やreviseもインタ
ーネットを介して行われるようになると，作業が軽減され，
投稿される論文数が飛躍的に増加しています．その結果とし
て各誌のImpact	 Factorが上昇し，投稿論文のaccept率が軒
並に低下しています．私が関係する領域の雑誌でも，以前は
あまり論文が集まらず投稿の催促を受けていた雑誌でも投稿
数が増えaccept率が50％以下になっているというようなこ
とを耳にします．このような状況において，今後，獨協医学
会会員の皆様が研究成果や臨床経験を発表するメディアとし
て本誌の役割が大きくなっていくことと思われます．
　しかしながら，本誌の出版事業としての収支は必ずしも順
調ではなく，編集室としては，印刷経費の効率化，掲載料の
設定，広告掲載の促進などに努めていますが，5年後，10年
後の事業継続を考えると十分なレベルまで改善しているとは
言えません．従いまして，獨協医科大学に在籍する皆様にお
かれましては，是非，入会，会員を継続して頂き，獨協医学
会の活動をサポートして頂きたくお願い致します．収支改善
の方策の一環として，昨年来，各位の医療関連企業に広告掲
載をお願いしておりますが，多くの企業の方々にご協力を頂
くことができました．これは，獨協医科大学内外で活躍され
る会員のお手元に届けられる本誌が，広告のメディアとして
の価値が評価されていることに他ならず，皆様の日頃のご活
動の賜物であると存じます．今後とも，何卒宜しく獨協医学
会の活動に御支援・御協力下さいますようお願い申し上げま
す．	 （石光俊彦）
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